
～～ 

～「あいさつ・はっぴょう・もくひょう」が自慢の塩川小学校～ 

上昇気流に乗って！ 

令和元年９月 5日（木）発行 №２０ 文責 塩川小学校長 佐藤 寅記 

上昇気流に乗って！ 

塩川小学校の自慢は、「さわやかあいさつ」です。 

6 月下旬にとった「学校生活アンケート」の結果がまとまりました。数

値的な事実と、今後の指導の方針についてお知らせします。 

「あいさつ運動」をする児童会運営委員会 
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塩川小学校の自慢は何ですか
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塩川小学校をもっとよくするには？

自由記述から ～塩川小のよいところと、さらによくする方法～ 

４件法で聞いた数値も大切ですが、それ以上に、自由記述の内容を重視

しています。それは、子どもが、自由に考え感じていることを「書く」と

いう作業を通して知るものだからです。その結果、得られる情報はかなり

高い確率で真実です。 
塩川小学校が誇れる自慢は、左グラフの通りです。 

子ども達は、名前を付けたさわやかあいさつを意

識して実行しています。本校の目標である「あ・は・

も」の力に関しては、90％近い児童が塩川小のよさ

と捉えています。 

今後は、塩川小児童全体が、学校でも地域でも「さ

わやかあいさつ」を実行し、潤いのある塩川町づく

りに貢献していきたいと考えます。 

「塩川小学校をもっとよくするには？」の設

問に関する子ども達の回答は、上グラフの通り

です。27％の子ども達が「ルール・決まりを守

る」と回答するように、心地好く集団生活を送

るには、いやな思いや迷惑をかけないことが大

切です。いじめやルール違反のない塩川小にし

ていきたいと思います。 

左のグラフは、アンケート全体の結果です。

達成率（ＡとＢの肯定的評価）でみると、「発表」

と「家読」、「塩川ルール」が低かったです。『発

表』では、２５％の児童が消極的、または苦手

意識を持っており、改善が必要です。 

昨年度末（２回目）と比較し、低くなってい

た項目は、№９の「相談」で、－４ポイント。

№１１「発表」で、－７ポイントでした。 

本校は、「対話的な学び」を通して、活用力（思

考力）を育んでいます。発表の力は対話の元に

なるものです。しっかり改善・育成してまいり

ます。 

Ａ：そう思う 


